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【相談時間】9時～16時30分

【相談時間】24時間365日対応

親と子のこころのほっとライン

#7333こども相談24時間ホットライン

育児のこと・しつけのこと・子どもの教育など悩みを抱える方は、誰でも（匿名可）
お気軽にお電話ください。秘密は固く守られ、個人が特定されることはありません。

子どもや子育てに関する相談全般（不登校や友人関係、いじめ、学校生活、ヤングケアラー等）について、専任の相談員が２４時間体
制で電話相談に応じています。　
※ヤングケアラーとは、一般に、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子どもを指します。

075（801）1177
火曜日（祝日の場合は翌平日）及び年末年始は休み。

【相談時間】24時間365日対応075（222）7711京都性暴力被害者ワンストップ
相談支援センター 京都SARA
性暴力による被害を受けた方のための相談窓口です。子どもからの相談も受け付けています。

22時～翌10時は内閣府が設置する夜間休日対応コールセンターにつながります。

ダイヤル回線、ＩＰ電話の場合は075-351-7834へおかけください。

京都遊心ライオンズクラブ・ライオンズクラブ国際協会３３５－Ｃ地区御協力のもと、運営しています。

発　　　行 ▶ 京都市PTA連絡協議会・京都市教育委員会
問い合せ先 ▶ 京都市PTA連絡協議会事務局

京都市PTA連絡協議会：TEL.075（801）4796
Mail:kyoto-pta@edu.city.kyoto.jp　https://kyoto-pta.com
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　令和７年４月１日（火）、京都市総合教育
センターで開催された「令和７年度新規採
用教職員発令式」において、約３３０名の新
規採用教職員の皆様へ向けて、戌亥慎吾市
Ｐ連会長がビデオメッセージにより祝辞を
述べました。ビデオメッセージと共に「ＰＴＡ
としての『働き方改革』メッセージ」を配布し、

引き続き、学校、幼稚園の働き方改革の推
進に取り組んでいくことを伝えました。
　これからの京都市の教育の未来を担う教
職員の皆様が、自らの仕事に誇りを持ち、や
りがいや喜びを感じながら生き生きと子ど
もたちと向き合い、充実した教職員生活を
送られることを願っています。

新規採用
教職員
発令式

新規採用
教職員
発令式

新規採用
教職員の皆様
おめでとう
ございます！

　京都市ＰＴＡ連絡協議会（市Ｐ連）は、５校種（幼稚園、小学校、中学校、高等学校、総合支援学校）
のＰＴＡ連絡協議会で成り立っています。子どもたちの健全育成のためには、学校・家庭・地域の連
携が必要であり、ＰＴＡはその大切な架け橋の１つです。市Ｐ連では、各構成団体の連携を密にし、
京都市全体のＰＴＡ活動の発展に寄与することを目的に活動を行っています。令和７年度は６月
から新体制がスタートします！

新５連協会長の紹介や会長・
役員５年歴任者表彰、講師を
お招きして研修会を実施して
います。

１２月の人権月間に合わせて、人権学習会の様子を収録・配信し、
全市で人権に関わる学びを共有しています。令和６年度は困りや
障害を抱える子どもたちとの関わりをテーマに取り上げました。

各連協での活動は
ＰＴＡしんぶんや
ホームページにて

随時お届けしています。
ぜひご覧ください！

京都市立
総合支援学校
ＰＴＡ連絡協議会
（総Ｐ連）

京都市小学校
ＰＴＡ連絡協議会
（小Ｐ連）

京都市立中学校
ＰＴＡ連絡協議会
（中Ｐ連）

京都市立
高等学校

ＰＴＡ連絡協議会
（高Ｐ連）

京都市立幼稚園
ＰＴＡ連絡協議会
（幼Ｐ連）

研修会・イベントなど

・市Ｐ連研修会及び感謝状贈呈式（７月）

年５回、市Ｐ連・各連協の活動をはじめとしてＰＴＡ
に関わる情報をお届けするための広報紙を発行し
ています。また、年度初めには新入生の保護者にハ
ンドブックをお配りしています。

情報発信など

・京都市ＰＴＡしんぶん（通年）・ハンドブック（4月）

毎年３月にＰＴＡとしての働き方改革メッセージを発信
しています。

教育課題への取組

・ＰＴＡとしての「働き方改革」メッセージ（３月）

市Ｐ連からのお知らせをはじめ、市Ｐ連や各校種ＰＴＡ
連絡協議会の活動を紹介しています。

・京都市ＰＴＡ連絡協議会ホームページ、Facebook（通年）

各学校では、教職員と保護者双方の利便性の向上や負担軽減を図る
ため、保護者連絡ツール「すぐーる」を令和６年度から利用しており、
ＰＴＡにおいても活用しています。※幼稚園及び一部の高校を除く。

・ＰＴＡ連絡ツール

・オンライン人権学習会（１２月）

令和６年度はＰＴＡフェスティバルに代わる取組として、京都市立
の全校種のＰＴＡ会員が一堂に集い、交流を深める市Ｐ連全市研
修会を開催しました。詳細は３面へ！

・市Ｐ連全市研修会（２月）

人権学習会の様子はこちらから
▶https://www.youtube.com/watch?v=L6jemMfbkhI&feature=youtu.be

支部・単Pなどの活動にもぜひご活用ください

ホームページ：https://kyoto-pta.com/
Facebook：https://www.facebook.com/kyotocity.pta/

詳しくはこちら▶https://kyoto-pta.com/document/20240329-2/

京都市PTA連絡協議会を
紹介します！

京都市ＰＴＡ連絡協議会
（市Ｐ連）
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　本校の玄関前には芝生広場があり、地域のボランティアの方が定期的に芝刈りをし
ながらきれいに整えてくださっています。芝生の上はふかふかしており、遊ぶ時も寝転
んだり回転したりできるため、運動場や教室、体育館とは違う楽しさがあります。
　令和６年度は、その芝生広場を活用した簡単なイベントを企画しました。初夏には絵本
の読み聞かせ、秋にはお花植え、ク
リスマス前には球根の植付けとリー
スづくりを行いました。どの活動も、
下校前にふらっと寄れるスタイルの
ため、たくさんの児童と保護者が気
軽に交流しながら楽しみました。

内　容

講　師 平田 義 （ひらた ただし） 氏

参加者
の感想

●放課後等デイサービス・移動支援・相談支援・グループホームなどの具体例
●京都市医療的ケア児等地域支援コーディネート事業
●地域生活支援拠点等の概要
●障害者総合支援法・障害者権利条約のポイント
●インクルージョンの推進

●活動の紹介
・保護者交流会／各学年毎に年２回

・家庭内教育の勉強会／年２回

・広報紙の発行／年２号

●

京都市南部障がい者地域生活支援センター「あいりん」 所長、空の鳥幼児園 園長

　１月２２日（水） ｢障害福祉サービスの基本的な制度、活用事例、課題などについて｣
の学習会を開催しました。

芝生で楽しもう！

日々考えていることを具体化することができたように思います。また、
経験者として生の声を発信することの大切さに改めて気づくことがで
きました。

テーマについて、わかりやすくお話しいただいた後、事前に会員の皆様か
ら頂戴した質問にも丁寧にお答えくださいました。短い時間ではありまし
たが、制度などについて知る機会となり、今後に役立てていける有意義
な学習会となりました。

●勉強になる事が多くて、もっと話を聞きたくなりました。こういった
すごく役立つ勉強会は、支援学校でどんどん実施してもらいたいです。

西陣中央小学校
（上京区）

小P連

　これまでの「できたよカード」からリニューアルした
「おはなしのたねカード」を、今年度も幼Ｐ連の各家庭
にお配りしました。お話のタネをまき、おうちでの会
話がどんどん広がっていく様子を思い描き、今回は
「根っこが広がる木」を描きました。子どもとの会話が
しっかりと根付き、やがて大きな花を咲かせるように
──そんな願いを込めています。
　今回のカードには、ぬり絵もついており、季節ごとの花や果物が描かれています。お
話の後に色を塗る時間を楽しみながら、「この花は何色にしよう？」「この果物、食べた
ことあるね！」といった会話が生まれるとうれしいです。
　幼Ｐ連では令和６年度、『本のある子育て』の重要性について学びました。本の世界に
同調することが、子どもの心を育てるといわれています。テレビやゲームのスイッチをオ
フにすることを心がけ、おうちでゆっくりと本の時間を楽しみたいですね。

おはなし
タネ

の
を育てよう

おはなし
タネタネタネ

の
を育てよう

おはなし
タネ

の
を育てよう はぐちゃん

総Ｐ連 「学習会」令和６年度　

幼P連

総P連中P連 友達、保護者にも
　できるかな

　西京高等学校附属中学校の生徒たちは、京都市内全域か
ら通学します。ですから、入学式には知っている顔も数名で
あって、友人に限ればいないことの方が多く、それは心細く当日を迎えていることと思い
ます。このことは保護者も同様であろうことから、当ＰＴＡでは保護者同士の交流を図り
親睦を深めるため、以下の活動を行っています。結果として、保護者間の新たな繋がりか
ら友人関係が構築されることで、子どもたちへの理解を深めること、そして示すべき答え
が導き出されることを望んでおります。また、加えて保護者自身の心配を取り除くことと
同時に子どもたちの不安が杞憂に終わることを期待しております。
　とにかく、入学当初から保護者は「友達できた？」「どんな子だった？」「なんで話しかけない
の？」などと矢継ぎ早に問い詰めますが、誰しも一日や二日で友人を得られたことはありませ
ん。また、仲間や友人が求められるのは、私たち保護者にも言えることではないでしょうか。

西京高等学校附属中学校
（中京区）

毎月１６日は
ノーテレビ・ノーゲームデー！

おはなしのたね
カード



ＰＴＡの学び
人権研修会と家庭教育学級

　高Ｐ連ではＰＴＡの学びの機会として10月に人権研修会、11月に家庭教育学級を開催しています。
　令和６年度の人権研修会では、「音楽と世界と平和と～ウクライナの心とスラヴの響き～」と題
して、京都市立京都堀川音楽高校の卒業生であり、現在はウクライナのチェルニーヒウフィル
ハーモニー交響楽団の常任指揮者としてご活躍され、ロシアによる侵攻後は、日本で音楽活動や
音楽教育に携わる傍ら、ウクライナの音楽家への支援活動を展開されている髙谷 光信 氏の講
演会を行いました。
　講演会では、音楽家の視点から見たウクライナの過去・現在・未来についてや、ウクライナの人々
の自由を希求する不屈の魂について、演奏動画も交えて熱く語ってくださり、改めて人の命の尊さ
を訴えられました。
　家庭教育学級では、「高校生の消費者トラブルや契約の注意点～保護者として知っておきたいこ
と～」と題して、京都市司法書士会の春日 博貴氏の講演会を塔南・開建高校で行いました。民法が
改正され、18歳で成人となり、高校在学中に成人年齢に達することで、契約など保護者の同意無く
結ぶことができるようになります。そこで、契約の法的な効
力とそれに伴うトラブルの事例を詳しく紹介していただき、
トラブルに巻き込まれない対処方法を学びました。また、ト
ラブルになった場合の相談窓口も紹介され、参加の保護者
の皆さんにとっても新しい気づきが得られたと好評でした。
　今後も高Ｐ連として社会のニーズにマッチした研修会を
開催します。

P T A し ん ぶ ん

人権研修会の様子

土曜日特別イベント

※イベント日程は変更になる
　可能性があります。
　詳細は当館ホームページ
　にて御確認ください。

博物館たんけんたい博物館たんけんたい

家庭教育学級の様子

　２月１０日（月）、ひと・まち交流館にて令和６年度小Ｐ連全市研修会を開催しました。
　今回はラグビー指導者としても有名な流通経済大学ラグビー部アドバイザーの
松井英幸氏を講師としてお招きし、「子どもの力を最大限に引き出す“ドリームサポート
術”」と題し、自身の高校ラグビー部監督時代の挫折経験から得た、真の指導法について
ご講演いただきました。
　子育てに関するたくさんのパワーワードがありましたが、その中でも、松井先生が子
どもの教育・接し方で大事にされているのは相手を受け入れることです。「自分の正し
さは相手の正しさではない、自分の価値観と相手の価値観は違う」ことを認識し接す
ること。自分にも相手にも短所に目が行きがちだが、まず長所をよく見て承認するこ
とが大事だと。その上で、言葉の伝え方・使い方についても学ばせていただきました。
ひとつひとつ、わかりやすく丁寧に自身の今までの気づきと経験を踏まえお話しいた
だきました。

　会場はまさに子育て中の保護者ばか
りの中、「今日、高校入試を終え、帰宅す
る我が子にどのように声掛けをしたら
よいか・・・」という質疑もあり、松井先
生から具体的な意見を聞けるなど充実
した時間となりました。　すぐに実践で
きることばかりでしたので、日々の子育
てに取り入れていただける方も多いと
思います。

　３月１３日（木）、５連協の各会長が、稲田教育長をはじめ教育委員会幹部の方々と
懇談を行いました。市Ｐ連と各連協の１年間の活動内容の振り返りのほか、これからの
ＰＴＡや地域活動など子どもたちの教育を支える取組の在り方について、和やかな雰
囲気の中で意見交換を行いました。
　稲田教育長からは、１年の労いと共に、「保護者の方々と直接お話をすることは、教
育委員会として京都市のより良い教育のための大切な機会。ＰＴＡは非常に重要な取
組をしていただいている。今後も子どもたちの健全育成のため、皆さんと力を合わせ
て取り組んでいきたい」とお話しいただきました。

　令和６年度はＰＴＡフェスティバルに代わる取組として、京都市立の全校種の
ＰＴＡ会員が一堂に集い、共に学び合う活動を通じて、子どもたちの健全育成の
ために交流を深める市Ｐ連全市研修会を開催しました。
　講師には東京大学先端科学技術研究センター客員上席研究員など幅広くご活躍
されている上松恵理子氏をお迎えし、「ＡＩ時代の家庭教育とウェルビーイング」
というテーマでご講演いただきました。ＡＩを活用した学校教育の海外事例を
はじめ、家庭、学校全体のウェルビーイングの高め方についてヒントを得られた有意義
な研修会となりました。

教育長と懇談をしました教育長と懇談をしました

小Ｐ連全市研修会

市 P 連 全 市 研 修 会

ＴＥＬ：０７５－３４４－１３０５
ＦＡＸ：０７５－３４４－１３２７
Ｅメール：rekihaku-jigyou@edu.city.kyoto.jp

問合わせ

むかしのノート「石盤
(せきばん)、石筆(せき
ひつ)」を体験してみま
せんか？

昔の学校について
「たんけんカード」
を使ってクイズに
挑戦

開催日時 土曜日　14時～15時（60分程度）

会　場 ３Ｆ　講義室

参加費

対　象

無料（別途入館料が必要）

小学生以上、定員（10名）に
空きがあれば、大人の方の
御参加も歓迎いたします。

高P連
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　京都市では、お子さんが市立小・中・義務教育学校へ就学するにあたり、経済的
な理由によりお困りの保護者に対し、学用品費や給食費などを援助する就学援
助制度を設けています。なお、認定には所得等での審査があり、世帯人数等によ
り基準額が異なります。
　令和７年度より、多子加算ができる子の年齢が１８歳未満から２２歳未満に上
がりました。昨年度に不認定となった方も、加算の要件に該当すれば認定できる
場合がありますので、該当する方は学校にお申し出ください。
また、家計急変等でお困りのご家庭への臨時措置もあります。

　京都市立幼稚園では、ご希望の方を対象に、早朝及び通常保育終了後に預かり
保育（延長保育）を実施しています。また、幼稚園に入園されていない０歳から就
学前までの幼児やその保護者の方を対象にした未就園児クラスを実施していま
す。お子様が遊ぶ様子を見ながら子育ての悩みなど、お気軽にご相談ください。

在園児、一部未就園児対象。保育前の
朝の時間と保育終了後午後６時まで
預かり保育を行っています。
（夏休みや冬休み中も実施）

　遊びに来られた際など子育てにつ
いていつでもご相談ください。全園に
カウンセラーが巡回しています。

子どもだけのクラスに参加し、友達とかか
わったり、自分で身の回りのことをする姿な
ど、子どもの成長を感じて安心できました。

幼稚園の安心・安全な環境の中で親子で遊べ
るのがうれしいです。保護者同士や先生に相
談できるのもうれしい！

　前回の講座は、これからの世界を生きていく子どもたちに育みたい非認知能力
に加え、子どもにとって大切な遊びや子育てに必要なことなどについてお話しい
ただきました。今回の講座では乳幼児期の発達を踏まえた遊びや生活の中で育
まれる学びの芽、乳幼児期の豊かな遊びの経験と小学校での学びとのつながりな
どについてご講演いただき、ご家庭や就学前施設・小学校など、いろいろな場所
で子どもたちを育んでおられる皆様へのエールをいただきます。

就 学 援 助
お知らせ
についての制 度

詳しくは
★通学している市立小・中・義務教育学校
★京都市ホームページ「京都市情報館」で「就学援助」を検索
★いつでもコール（朝８時～夜９時、無休）

661－3755電 話

075－222－3806お問い合わせ先

FAX 661－5855

非認知能力を育む

京都教育大学教授　古賀松香先生を
講師にお迎えしての子育て講座　第３弾！

乳幼児・小学生の
子育て講座
乳幼児・小学生の
子育て講座
乳幼児・小学生の
子育て講座 ３

もっともっと聞きたい！

日　時 令和7年6月28日（土） 10時～11時15分（開場:9時30分）
場　所 京都市立中京もえぎ幼稚園（京都市中京区間之町通竹屋町下る楠町601‐1）

講　師 京都教育大学　教授　古賀松香氏

申　込 令和７年６月４日（水）から受付

学校指導課　初等教育担当（℡222－3806）

対　象 乳幼児・小学生の保護者、
小学校・就学前施設の
教育・保育に携わる方　等

『「はじめの100か月」に
　　大切にしたい学びとは』

（先着１００名、託児有・先着２０名）
※詳細はホームページ

無料

申込方法など、
詳しくは京都市教育委員会

ホームページに掲載！
過去の同講座の講演動画も

ご覧いただけます。

京都市立幼稚園は

地域の子育てを応援しています！地域の子育てを応援しています！
預かり保育（延長保育）

　これからの激動の時代を生き抜くために必要な「主体的に学び、考え、
工夫する力」や「他者と協働的に行う力」は遊びのなかでこそ育まれます。
京都市立幼稚園では、「非認知能力」といわれるこれらの力を育むため、
子どもの好奇心がどんどんわいてくるような環境づくりや、友だち（集
団）のなかで自己発揮し、育ち合う機会を大切に保育を行っています。
　地域の小学校と連携し、幼稚園での学びを小学校へつなぎ、安心して
学校生活が送れるように取り組んでいます。

京都市立幼稚園では
「確かな学力・豊かな心・健やかな体」の基盤を育んでいます。

働くご家庭にも！ 子育ての専門家にいつでも相談

非認知能力の育成

学びの連続性

入園前のお子さんにも！

　0～5歳の幼稚園に入園していない幼児と保護者対象のクラスで
す。お家の人と幼稚園の遊具で遊んだり、担当の先生と一緒に絵本
の読み聞かせや歌、踊り、簡単な製作などを楽しんだりします。

未就園児の子育て支援
未就園児親子クラス

専門的な知識をもって一人一人の子どもに寄り添って丁寧に保育をされてい
る先生方は心から信頼できます。自由な雰囲気の中で、しっかりと学びの芽
を育てていただいていると思います。

未就園児クラスの保護者の声※利用時間に応じて利用料が必要となります。
　在園児については、一定の要件を満たす方は
　無償化の対象です。

※預かり保育、各クラス等の詳細
　は京都市教育委員会・各幼稚園
　のホームページをご覧ください。

1

1
2
3
4
5
6
7
8

　幼稚園の園庭で、保護者の方と一緒に自由に遊べます。絵本室
やプールを開放している園もあります。

園庭開放など4

　３歳の誕生日を迎える月の初めから3月31
日までの間の幼児対象のクラスです。
（実施園：みつば、乾隆、翔鸞、中京もえぎ、楊梅、伏見板
橋、伏見南浜、伏見住吉、竹田の３年間の保育を行う園）

満３歳児の子どもだけのクラス
（未就園満３歳児クラス／３年保育の園で実施）
2

　3歳の誕生日を迎えた後、4月1日以降に
参加していただくクラスです。
（実施園：上賀茂、京極、待賢、明徳、西院、深草の２年
間の保育を行う園）

３歳児の子どもだけのクラス
（未就園３歳児クラス／２年保育の園で実施）
3

●利用料（1回あたり）

8:00～8:50 100円
14:00～16:00 200円

14:00～18:00 400円

担当の先生や
友達との遊びを
楽しみます

未就園児の
子育て支援

案内
預かり保育

案内

幼児期は遊ぶことが重要な学びです。「させる遊び」ではなく、「自発的
な遊び」が「人生の学びの基礎」になります。主体的な遊びを援助し、
子どもの思いや願いを尊重する質の高い保育者（専門家）と出会い、
一緒に子育てを楽しむことが大切です。

在園児の保護者の声

随時入園を受け付けています。
入園をお考えの方は、各園にお問合せください。

令和８年度入園の願書交付受付は
令和７年１０月中旬（予定）です。

（京都市教育委員会学校指導課）

上賀茂（北区）
京極（上京区）
みつば（上京区）
待賢（上京区）
乾隆（上京区）
翔鸞（上京区）
中京もえぎ（中京区）
楊梅（下京区）

℡
℡
℡
℡
℡
℡
℡
℡

７８１－２３３６
２３１－６６９６
４４１－３７５２
８４１－３２００
４４１－０４０６
４６１－３６４２
２５４－８４４１
３５１－０９３７

9
10
11
12
13
14
15

明徳（左京区）
西院（右京区）
伏見板橋（伏見区）
伏見南浜（伏見区）
伏見住吉（伏見区）
深草（伏見区）
竹田（伏見区）

℡
℡
℡
℡
℡
℡
℡

７８１－４６６０
３１３－１３９２
６１１－２６８４
６０１－２７３１
６０１－３６５２
６４１－１４６６
６４１－３３１８

京都市立幼稚園一覧

京都市立幼稚園の情報はこちら

園児
募集

演題


